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予算審査

　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
審
査
に
お
け
る

議
員
か
ら
の
主
な
質
疑
・
意
見
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
地
域
活
性
学
会
開
催
事
業

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

地
域
活
性
化
に
係
る
実
践
的
な
政

策
提
言
、
取
り
組
み
支
援
に
つ
な

が
る
学
術
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域

活
性
学
会
の
研
究
大
会
を
本
市
に
誘
致

し
、
平
成
31
年
９
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で

の
３
日
間
、
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
さ
く

ら
ホ
ー
ル
を
主

会
場
に
開
催
す

る
。
ま
た
、
参

加
人
数
は
、
約

４
０
０
名
を
予

定
し
て
い
る
。

＊
交
通
安
全
対
策
事
業

市
民
か
ら
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

の
要
望
件
数
と
、
予
算
に
計
上
し

て
い
る
件
数
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

設
置
場
所
に
よ
り
所
管
課
が
異
な

る
が
、
安
全
対
策
課
所
管
分
で
、

平
成
30
年
度
の
要
望
件
数
は
19
件
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
31
年
度
に
予
算
計
上
し
て
い
る

の
は
、
１
面
鏡
２
基
と
２
面
鏡
２
基
の
合
計

４
基
で
あ
る
。

　
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
を
可
決
し
た

ほ
か
、
４
件
の
特
別
会
計
、
６
件
の
企
業
会
計
の
当

初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

　
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、
４
４

２
億
円
で
、前
年
度
と
比
較
し
て
３
，
０
０
０
万
円
の
増
、

伸
び
率
は
0.1
％
と
な
っ
て
お
り
、
第
５
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
６
つ
の
基
本
目
標
を
柱
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
子
育
て
や
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
収
益
基
金
を
活
用
し
た
新
幹

線
新
駅
周
辺
整
備
な
ど
の
公
共
施
設
等
の
整
備
に
重
点
を

置
い
た
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
１
．
人
を
育
む
ま
ち
」に
は
、
教
育
・
保
育
施
設
整
備

事
業
や
新
中
地
区
公
民
館（
仮
称
）建
設
事
業
な
ど
、「
２
．

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」に
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致
事
業
な
ど
、

「
３
．
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」に
は
、
市
庁
舎
建
設
事
業
や

通
学
路
安
全
対
策
事
業
な
ど
、「
４
．
活
力
に
満
ち
た
産
業

の
ま
ち
」に
は
、
大
村
の
農
業
を
新
た
に
担
う「
担
い
手
」

づ
く
り
事
業
や
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
な
ど
、

「
５
．
機
能
的
で
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
」に
は
、
新
幹
線

新
大
村
駅（
仮
称
）周
辺
整
備
事
業
や
西
大
村
地
区
都
市
再

構
築
戦
略
事
業
な
ど
、「
６
．
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と

市
民
協
働
の
推
進
」に
は
、
住
民
主
導
型
地
域
活
性
化
事

業
や
移
住
・
定
住
促
進
事
業
な
ど
各
種
事
業
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
総
額
約
１
億
７
，
１
０
０
万
円
の
新
規
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

＊
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
収
益
基
金 

　積
立
金今

回
の
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

競
艇
事
業
会
計
の
平
成
31
年
度
予

算
に
計
上
す
る
利
益
余
剰
金
が
32

億
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
競
艇
企
業
局
と

協
議
を
行
い
、
利
益
余
剰
金
の
約
２
分
の

１
相
当
額
の
15
億
円
を
予
定
処
分
額
と
し

て
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
、
基
金
へ
受
け

入
れ
る
。
な
お
、
競
艇
事
業
の
利
益
余
剰

金
の
見
込
み
額
を
当
初
予
算
に
予
定
処
分

額
と
し
て
計
上
す
る
の
は
、
平
成
13
年
度

以
来
18
年
ぶ
り
で
あ
る
。

＊
住
民
主
導
型
地
域
活
性
化
事
業

　（地
域
げ
ん
き
交
付
金
）

地
域
に
よ
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
団

体
が
毎
年
継
続
し
て
交
付
を
受
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
市
民
全
体
に
公

平
に
交
付
金
の
申
請
及
び
交
付
の
機
会
を

与
え
る
た
め
に
、
制
度
の
仕
組
み
や
周
知

方
法
を
一
度
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

本
事
業
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
実
施

す
る
予
定
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
降

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の

意
見
を
聞
き
取
っ
た
上
で
、
住
民
へ
の
周

知
方
法
や
交
付
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

＊
法
定
予
防
接
種
等
接
種
事
業

最
近
流
行
し
て
い
る
風
疹
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

実
施
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

国
の
実
施
要
領
で
は
、「
市
町
村
か

ら
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性

に
抗
体
検
査
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

し
、
検
査
後
、
抗
体
が
不
十
分
な
方
に
対

し
、
無
料
で
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ

く
」こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
４
月

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
を
行
い
、
５
月
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
す

る
予
定
で
あ
る
。

＊
待
機
児
童
解
消
緊
急
保
育
士
確
保
事
業

保
育
士
を
目
指
す
学
生
を
対
象
と

し
た
教
育
・
保
育
施
設
見
学
ツ

ア
ー
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

県
内
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
な
ど
の

保
育
士
養
成
校
の
学
生
に
呼
び
掛

け
を
行
い
、
バ
ス
で
市
内
の
教
育
・
保
育

施
設
を
巡
り
、見
学
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
29
年
度
は
、
延
べ
62
人
が
参
加
し
、

そ
の
う
ち
９
人
の
方
が
市
内
の
保
育
施
設

に
就
職
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、
延
べ
65

人
が
参
加
し
て
い
る
。

＊
大
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
駐
車
場

　整
備
事
業

駐
車
料
金
や
供
用
開
始
時
期
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
駐
車
料
金
は
無
料

と
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
平

成
31
年
11
月
か
ら
の
供
用
を
予
定
し
て
い

る
。

＊
都
市
計
画
道
路
見
直
し
事
業

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

２
年
で
対
象
路
線
の
選
定
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
ず
、
平
成
31
年
度
は
基

礎
資
料
と
な
る
将
来
交
通
量
の
推
計
を
行

う
。
そ
の
後
、
市
民
や
議
会
へ
の
説
明
や

意
見
聴
取
を
行
い
、
平
成
32
年
度
末
ま
で

に
新
規
路
線
の
追
加
や
既
存
路
線
の
廃
止

と
い
っ
た
大
ま
か
な
整
備
方
針
を
決
定
す

る
。
そ
の
後
、
平
成
33
年
度
に
都
市
計
画

決
定
の
手
続
き
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

平
成
31
年
度

予
算
審
査

企
画
政
策
部

総
務
部

財
政
部

市
民
環
境
部

福
祉
保
健
部

こ
ど
も
未
来
部

産
業
振
興
部

都
市
整
備
部

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

議員からの 意見質疑

平成31年度　一般会計当初予算　442億円　
市債 8.3%
36億7,660万円

市税 26.0%
114億7,231万円
市税 26.0%
114億7,231万円

繰入金 7.7%
34億1,897万円
繰入金 7.7%
34億1,897万円

その他収入 10.7%
47億4,532万円
その他収入 10.7%
47億4,532万円

地方交付税 13.0%
57億5,000万円
地方交付税 13.0%
57億5,000万円

譲与税・交付金 5.5%
24億1,292万円
譲与税・交付金 5.5%
24億1,292万円

国・県支出金 28.8%
127億2,388万円
国・県支出金 28.8%
127億2,388万円

人件費 11.1%
48億9,538万円
人件費 11.1%
48億9,538万円

扶助費 30.3%
134億8万円
扶助費 30.3%
134億8万円

公債費 6.9%
30億3,244万円
公債費 6.9%
30億3,244万円

投資的経費 15.8%
69億7,692万円
投資的経費 15.8%
69億7,692万円

物件費 11.0%
48億7,268万円
物件費 11.0%
48億7,268万円

補助費等 10.9%
48億123万円
補助費等 10.9%
48億123万円

繰出金 6.8%
30億267万円
繰出金 6.8%
30億267万円

その他 7.2%
32億1,860万円
その他 7.2%
32億1,860万円

歳出
442億円

歳入
442億円
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予算審査

　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
審
査
に
お
け
る

議
員
か
ら
の
主
な
質
疑
・
意
見
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
地
域
活
性
学
会
開
催
事
業

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

地
域
活
性
化
に
係
る
実
践
的
な
政

策
提
言
、
取
り
組
み
支
援
に
つ
な

が
る
学
術
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域

活
性
学
会
の
研
究
大
会
を
本
市
に
誘
致

し
、
平
成
31
年
９
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で

の
３
日
間
、
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
さ
く

ら
ホ
ー
ル
を
主

会
場
に
開
催
す

る
。
ま
た
、
参

加
人
数
は
、
約

４
０
０
名
を
予

定
し
て
い
る
。

＊
交
通
安
全
対
策
事
業

市
民
か
ら
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

の
要
望
件
数
と
、
予
算
に
計
上
し

て
い
る
件
数
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

設
置
場
所
に
よ
り
所
管
課
が
異
な

る
が
、
安
全
対
策
課
所
管
分
で
、

平
成
30
年
度
の
要
望
件
数
は
19
件
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
31
年
度
に
予
算
計
上
し
て
い
る

の
は
、
１
面
鏡
２
基
と
２
面
鏡
２
基
の
合
計

４
基
で
あ
る
。

　
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
を
可
決
し
た

ほ
か
、
４
件
の
特
別
会
計
、
６
件
の
企
業
会
計
の
当

初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

　
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、
４
４

２
億
円
で
、前
年
度
と
比
較
し
て
３
，
０
０
０
万
円
の
増
、

伸
び
率
は
0.1
％
と
な
っ
て
お
り
、
第
５
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
６
つ
の
基
本
目
標
を
柱
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
子
育
て
や
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
収
益
基
金
を
活
用
し
た
新
幹

線
新
駅
周
辺
整
備
な
ど
の
公
共
施
設
等
の
整
備
に
重
点
を

置
い
た
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
１
．
人
を
育
む
ま
ち
」に
は
、
教
育
・
保
育
施
設
整
備

事
業
や
新
中
地
区
公
民
館（
仮
称
）建
設
事
業
な
ど
、「
２
．

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」に
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致
事
業
な
ど
、

「
３
．
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」に
は
、
市
庁
舎
建
設
事
業
や

通
学
路
安
全
対
策
事
業
な
ど
、「
４
．
活
力
に
満
ち
た
産
業

の
ま
ち
」に
は
、
大
村
の
農
業
を
新
た
に
担
う「
担
い
手
」

づ
く
り
事
業
や
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
な
ど
、

「
５
．
機
能
的
で
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
」に
は
、
新
幹
線

新
大
村
駅（
仮
称
）周
辺
整
備
事
業
や
西
大
村
地
区
都
市
再

構
築
戦
略
事
業
な
ど
、「
６
．
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と

市
民
協
働
の
推
進
」に
は
、
住
民
主
導
型
地
域
活
性
化
事

業
や
移
住
・
定
住
促
進
事
業
な
ど
各
種
事
業
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
総
額
約
１
億
７
，
１
０
０
万
円
の
新
規
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
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モ
ー
タ
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事
業
収
益
基
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回
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予
算
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概
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尋
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る
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事
業
会
計
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す
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利
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剰
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、
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の
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以
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ぶ
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地
域
に
よ
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
団

体
が
毎
年
継
続
し
て
交
付
を
受
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
市
民
全
体
に
公

平
に
交
付
金
の
申
請
及
び
交
付
の
機
会
を

与
え
る
た
め
に
、
制
度
の
仕
組
み
や
周
知

方
法
を
一
度
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

本
事
業
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
実
施

す
る
予
定
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
降

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の

意
見
を
聞
き
取
っ
た
上
で
、
住
民
へ
の
周

知
方
法
や
交
付
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

＊
法
定
予
防
接
種
等
接
種
事
業

最
近
流
行
し
て
い
る
風
疹
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

実
施
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

国
の
実
施
要
領
で
は
、「
市
町
村
か

ら
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性

に
抗
体
検
査
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

し
、
検
査
後
、
抗
体
が
不
十
分
な
方
に
対

し
、
無
料
で
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ

く
」こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
４
月

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
を
行
い
、
５
月
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
す

る
予
定
で
あ
る
。

＊
待
機
児
童
解
消
緊
急
保
育
士
確
保
事
業

保
育
士
を
目
指
す
学
生
を
対
象
と

し
た
教
育
・
保
育
施
設
見
学
ツ

ア
ー
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

県
内
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
な
ど
の

保
育
士
養
成
校
の
学
生
に
呼
び
掛

け
を
行
い
、
バ
ス
で
市
内
の
教
育
・
保
育

施
設
を
巡
り
、見
学
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
29
年
度
は
、
延
べ
62
人
が
参
加
し
、

そ
の
う
ち
９
人
の
方
が
市
内
の
保
育
施
設

に
就
職
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、
延
べ
65

人
が
参
加
し
て
い
る
。

＊
大
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
駐
車
場

　整
備
事
業

駐
車
料
金
や
供
用
開
始
時
期
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
駐
車
料
金
は
無
料

と
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
平

成
31
年
11
月
か
ら
の
供
用
を
予
定
し
て
い

る
。

＊
都
市
計
画
道
路
見
直
し
事
業

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

２
年
で
対
象
路
線
の
選
定
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
ず
、
平
成
31
年
度
は
基

礎
資
料
と
な
る
将
来
交
通
量
の
推
計
を
行

う
。
そ
の
後
、
市
民
や
議
会
へ
の
説
明
や

意
見
聴
取
を
行
い
、
平
成
32
年
度
末
ま
で

に
新
規
路
線
の
追
加
や
既
存
路
線
の
廃
止

と
い
っ
た
大
ま
か
な
整
備
方
針
を
決
定
す

る
。
そ
の
後
、
平
成
33
年
度
に
都
市
計
画

決
定
の
手
続
き
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

平
成
31
年
度

予
算
審
査

企
画
政
策
部

総
務
部

財
政
部

市
民
環
境
部

福
祉
保
健
部

こ
ど
も
未
来
部

産
業
振
興
部

都
市
整
備
部

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

議員からの 意見質疑

平成31年度　一般会計当初予算　442億円　
市債 8.3%
36億7,660万円

市税 26.0%
114億7,231万円
市税 26.0%
114億7,231万円

繰入金 7.7%
34億1,897万円
繰入金 7.7%
34億1,897万円

その他収入 10.7%
47億4,532万円
その他収入 10.7%
47億4,532万円

地方交付税 13.0%
57億5,000万円
地方交付税 13.0%
57億5,000万円

譲与税・交付金 5.5%
24億1,292万円
譲与税・交付金 5.5%
24億1,292万円

国・県支出金 28.8%
127億2,388万円
国・県支出金 28.8%
127億2,388万円

人件費 11.1%
48億9,538万円
人件費 11.1%
48億9,538万円

扶助費 30.3%
134億8万円
扶助費 30.3%
134億8万円

公債費 6.9%
30億3,244万円
公債費 6.9%
30億3,244万円

投資的経費 15.8%
69億7,692万円
投資的経費 15.8%
69億7,692万円

物件費 11.0%
48億7,268万円
物件費 11.0%
48億7,268万円

補助費等 10.9%
48億123万円
補助費等 10.9%
48億123万円

繰出金 6.8%
30億267万円
繰出金 6.8%
30億267万円

その他 7.2%
32億1,860万円
その他 7.2%
32億1,860万円

歳出
442億円

歳入
442億円


